　　　　代替施設計画書　　　　　　　　　　Ｎｏ．１
	記載事項
	記載内容

	１．当該代替施設を実施する者が当該保安林の土地を使用する権利の種類及び当該権利の取得の状況
	事業計画書と同じにつき省略

	２．代替施設に要する資金の総額及びその調達方法
	資金の総額：　　　　　　　　　　千円
調達方法：事業計画書と同じにつき省略

	３．代替施設に要する経費
	

	項目
員数
平均単価
　　　　　円
金額
　　　　千円
備考
大項目
中項目
擁壁工事費
排水工事費
緑化工事費
防災工事費
直接工事費
諸掛費計
　計（本工事費）



Ｎｏ．２
	記載事項
	記載内容

	４．代替施設に関する工事を開始する予定の日並びに当該工事の工程及び当該工事により設置される施設の種類・規模・構造及び所在
	ア．工事開始予定日　　　　　　事業計画書に同じ
〃（保安林部分）　　　　　　　　〃
1． 工事の工程　　　　　　事業計画書に同じ

	　
ウ．施設の種類、規模、構造等
種類
用途
規模
構造
所在
備考
擁壁
水路
法面工
沈砂池
土砂流出防止柵
仮排水路


	５．その他の参考となるべき事項
	

	ア．当該保安林の土地と併せて当該事業等の用に供される土地がある場合における当該土地を使用する権利の種類及び当該権利の取得状況
　　　　
　　　事業計画書に同じ
イ．排水施設計画
（ア）雨水（洪水）流量算出根拠
　水理公式：ラショナル式
　Ｑ１＝１／３６０・ｆ・ｒ・Ａ
　　Ｑ１：雨水流出量（㎥／ｓ）
　　ｆ　：流出係数（林地＝０．６、草地＝０．７、耕地＝０．８、裸地＝１．０を使用）
　　ｒ　：設計雨量強度（１０年確率雨量強度　１３０㎜／ｈを使用）
　　Ａ　：集水区域（ha）
（イ）排水施設流量の算出根拠
　　　
　　　計算式：マニング公式
　　　Ｑ２＝Ｖ・ａ　　（Ｑ２：排水流量（㎥／ｓ）。ａ：断面積（通水断面　　㎡））
　　　
　　　Ｖ　＝　[image: image2.png]
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・[image: image6.png]


　（Ｖ：流速（ｍ／ｓ）。ｎ：粗度係数。Ｒ：径深。Ｉ：勾配）


Ｎｏ．３
	（ウ）安全率
　　　安全率：最小値　　　　　　　　　　最大値
（エ）地下排水
ウ．流末処理の方法
〔工事中〕
〔工事後〕
4． 転用に伴う土砂流出の防止計画
（ア）土砂流出量
　　〔工事中〕　　　　　　　　　　　㎥　（　　月）
　
〔工事後〕　　　　　　　　　　　㎥　（　　年）
（イ）処理方法
　
〔工事中〕
　
〔工事後〕
5． 洪水調整計画
計画の必要なし（別紙洪水調整池必要性検討表のとおり）



